
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 日常の点検調査の内容は? 

老朽化した下水道管が集中している一宮駅を中心とした合流式下水道区域や繊維

工場の汚水を流している特定区域を対象に行っている。職員による巡視点検を年間約

400 ㎞、業者委託による調査点検を約 30 ㎞行い、対応が必要な箇所は、修繕や改築

を計画的に実施し、維持管理を継続している。 
 

● 八潮市の陥没原因、下水道管の腐食は何故発生するのか？ 
下水道管内を流れる汚水内に含まれていた硫黄分が空気と

接触することで硫化水素が発生して下水道管内に充満される。

硫化水素は下水道管の内面に付着した水分と化学反応を起こ

し硫酸になる。硫酸が下水道管のコンクリ―トの成分であるセ

メントと化学反応を起こし、侵食することでコンクリートが腐

ったようにもろくなり穴が空くことになる。 

 

● 一宮市でも硫化水素により下水道管の腐食が発生する
危険はあるか？ 市の陥没件数は？ 

各自治体は下水道管の腐食に苦慮している。市では、硫化水素が原因と思わ

れる腐食、老朽化が原因と思われる破損など、陥没発生件数は年間 10 件。 

 

● 下水道管の老朽化対策へ国の補助金等の交付状況は？ 

下水道管の老朽化対策事業は、補助率が１/２の防災・安全交付金

を活用している。2024 年度の交付金要望額は当初予算で 1,180 万円、

2025 年度事業追加補正で１億 2,975 万円の合計１億 4,155 万円を国

へ要望したが、要望額に対する内示額は１億 2,830 万円、90.6％。 

 

[問]  八潮市のような下水道管の事故が発生すれば、市

民生活に多大な影響を与える。国に下水道管の老

朽化対策の予算増額を求めるべきではないか？ 

[答]  2025 年度以降も老朽化対策を進めるが、膨大な費用を要するため、国からの財

政支援は必要不可欠。国からの交付金は要望額に対して内示額は満額とならず、

予算の確保が厳しい状況。 

市として、日本下水道協会などを通じて、国へ交付金要望額の満額交付や補助

率の引上げ、採択基準の緩和などによる財政支援を要望。毎年２回直接東京に赴

き、要望書を手渡す活動も行っている。今後も粘り強く要望活動を行う。 

 

[問] 今後の老朽化対策の計画は？ 

上下水道部の職員の確保についての考えは？ 
[答] 下水道管の点検調査など適正な維持管理を行い、老朽化

した下水道管は、2025～2029 年度５年間で延長約４㎞

の更新を計画している。   

上下水道部広報誌「水 de 報」の配布、市民向け施設見

学会開催などで、上下水道事業の役割、職業としての魅

力を発信し、職員の確保に努める。 

 

＊ 下水道の維持・管理に従事する自治体の職員が、2000年を

ピークに約 20 年間で 43％減少しているとの報道がある。

地方自治体には建設、土木技術者が決定的に不足している

のではないか。国の責任で技術者を確保して総点検できる

体制を作るべきと考えます。 

＊ 日本共産党は、大規模開発、新規建設を抑制し、上下水道、道路、橋梁など土木

インフラなどの老朽化対策事業に予算の優先的な配分を行うこと、人的資源も、

優先的に投入できるよう、公共事業政策を根本的に転換することを求めています。 

＊ 市民のいのちと暮らしに直結する下水道管の老朽化対策を優先的に進めるよう求

めます。 

＊ 2023.7.19水道料金等審議会に提出された資料「経営改善の取組」で

「民間活用・施設統合により 2010年度 227人⇒2022 年度 186人 職

員数の削減」とあります。一方 上下水道職員は、平常業務を行いな

がら、能登半島地震の災害復旧で大きな役割を果たしてきました。 

＊ 老朽化対策進めるうえで、必要な職員の確保をしっかり

とり組んでほしい。

日本共産党一宮市議団の活動をお知らせします。 
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一般質問 3/10 

／
１.下水道管の老朽化対策と今後の計画 

（2023 年度末） 

標準耐用年数 50 年経過 

約 15％・226 ㎞ 

一宮市の下水道管 

総延長 1,479 ㎞ 



 

   

 

 
[問] 加齢性難聴者の補聴器購入助成事業 中核市や県内の実施状況は? 

市では 2024 年 7 月から助成事業が始まり、9 月議会で補正予算が

可決。事業の実態は? 市民からの質問、声などは？ 

[答] 全国中核市 62 市のうち 19 市 30％（2023/6 は５市）。うち県内は一宮市、岡崎

市、豊田市。 県内 54 市町村のうち 18 市町村（33％）。 

当初予算で想定の 30 件に加え、9 月議会でさらに 30 件の補正をし、受付を終了。

申請者からは「助成金額を増額してほしい」との声を聞いている。 

 

○ 全国で広がる補聴器助成 

・全国 1741 自治体のうち、助成は 372 自治体 約 21％へ。  

・全国市長会は 2020 年 6 月「加齢性難聴者の補聴器購入に対

する補助制度を創設すること」採択し、国に要望している。 

 

○ 補聴器に関する高齢者の声 

・テレビの音量が大きすぎ、やかましいと言われた。 

・人と人との会話がしづらくおっくうで閉じこもっている。 

・年金暮らしの高齢者にはあまりに高額で買いたくても買えない。 

・20～30 万円の補聴器を購入したが調整がうまくいかず補聴器を

使っていない。  

 

○ 補聴器購入の流れ   

・耳鼻咽喉科を受診し、治療で回復が難しい難聴に対しては補聴器が必要か判断する。

補聴器専門店で調整してもらい、自分にあった補聴器を購入する。 

 

 

＊ 補聴器は購入しただけで終わりでなく、購入後も調整やアフタ

ーケアによって、高い装用率につながることが明らかになって

いる。 

市で、補聴器購入後の状態把握のために関係機関との連携で

購入後のアンケート実施など、補聴器を使い続けるための取り

組みをぜひ検討してほしい。 

 

 

 

 

 

 

[問] 市の助成状況は、上限３万円、市民税非課税世帯など。 

助成額、助成内容をさらに拡充の検討を！ 市の考えは？ 
[答] 2024 年７月に開始した事業なので、今後数年の申請状況等を注視しながら事業

の存続・廃止も含めて、総合的に検討していきます。 
 

 

 

 

 

 

 

[問] 一宮市の国民健康保険の特定健康診査で 65 歳から
74 歳までに対し、聴力検査を実施を！ 市の考えは？ 
金沢市を参考に。 

金沢市では 2000 年から「すこやか検診」で、働いて
ない 65 歳から 74 歳までの方を対象に、医師会が中心
となって主に耳鼻咽喉科で聴力検診を実施している。 

[答]  40 歳から 74 歳までの国民健康保険の被保険者を対象に特定健康診査を実施し

ている。国で定められた検査項目に聴力検査は含まれていない。聴力検査を実施

する場合、専用の検査機器が必要。特定健康診査に協力いただく医療機関が限ら

れ受診率の低下につながる懸念があり、検査項目に追加することは難しいと考

えている。 

 
 

＊難聴の程度（聞こえのレベル）は、軽度、中等度、高度、重度があり

ます。難聴の程度と原因を調べるために必須の検査が聴力検査です。 

加齢性難聴を早期に発見し、医療機関を受診することで、補聴

器を適正に装着し、難聴による認知症の予防、高齢者の健康寿命

の延伸、ひいては市の医療費の抑制につながると考えます。 

高齢者の「聞こえの支援」をさらに進め、高齢期も安心して暮

らせる一宮市になるように、これからも市民のみなさんと力を合

わせていきたいと思います。 

 
 

厚労省は、2020 年度に実施された「自治体における難聴高齢者の社会参

加等に向けた適切な補聴器利用とその効果に関する研究」により、①難聴

を早期発見する仕組みを構築すること。➁難聴が疑われた時に医療機関へ

の受診勧奨ができるように耳鼻咽喉科医との連携の仕組みを整えることな

ど、自治体に５つの提案をしています。 

 
２. 高齢者の「聞こえの支援」をさらに進め、 

高齢期も安心して暮らせるように 

・全国で助成の最高額 東京都港区は、上限 13 万 7,000 円

住民税課税世帯でも上限 68,500 円。 

・県内では、助成金額 30,000 円以外は 50,000 円が２市 

大口町 25 年度から実施 5 万円。所得制限あり７市だけ。 


